


























































INOUE Hisashi's Favorite CDs and Their Application to His Works






















































































































































































































































レーニャ盤収録曲 ：①②③④⑤ ⑦⑧⑨ ⑪⑫⑬⑭⑮
オッター盤収録曲 ： ②③ ⑥ ⑧ ⑬
レンパー盤Ａ収録曲： ② ⑤⑥ ⑨ ⑪ ⑮


















































































レーニャ盤収録曲 ： ⑪ ⑮
オッター盤収録曲 ：③ ⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫
レンパー盤Ａ収録曲： ⑦
レンパー盤Ｂ収録曲：③④⑤⑥ ⑧ ⑩ ⑭⑮
―214―
表３．『箱根強羅ホテル』におけるロジャース・メロディ＆劇中歌
①ドーン･アプショウDawnUpshaw：ザウ･スエルThouSwel［Ｃ］
～君の瞳のきらめき シングス･ロジャース＆ハート
ワーナーミュージックジャパン,WPCS-10244,1999
［箱］日本料理をめしあがれ（Ⅰ-3）
②マット･デニスMattDennis：ミミMimi［L］
～マット・デニス ロジャース＆ハートを歌う
BMGファンハウス,BVCJ-7463,1997
［箱］未使用→［私］耳（プロローグ,エピローグ）
③ ｢オン･ユア･トーズOnYoerToes｣より小さなホテルThere・sASmalHotel
～OnYourToes（CastRecording）Verve,1997
［箱］未使用→［ロ］サハリン（Ⅰ-6）
④アニタ・オディAnitaO・Day：五ドルもうけたI・vegotFiveDolers［A］
～アニタ･オデイ･スウィングス･コール･ポーター＋ロジャース＆ハート･ウィズ･ビリー･メイ
ユニバーサル･ミュージック･ジャパン,POCJ-1914,1990
［箱］未使用
⑤ ｢ザ・ガールフレンドTheGirlfriend｣より｢ザ・ガールフレンド」［Ｇ］
［箱］まかふしぎなパジャマ（Ⅰ-2）
備考：［C］はAConnecticutYankee,［Ｌ］はLoveMeTonight,［A］はAmerica・sSweetHeart,［Ｇ］は
TheGirlfriend。［C］［A］［G］はミュージカル,［L］は映画のタイトルである｡
表４．『箱根強羅ホテル』におけるロジャース以外のメロディ＆劇中歌
①チャイコフスキー歌曲集（MD録音による）
（1）なぜ？（op.6-5）
［箱］未使用→［ロ］なぜか･･･（Ⅰ-8）
（2）子守唄（op.16-1）
［箱］鬼ヶ島の子守唄（Ⅰ-3，Ⅱ-5）
（3）春の始めの頃だった（op.38-2）
［箱］みんな人間よ（Ⅰ-1，Ⅱ-5）
（4）ひとりぼっち（op.6-1）
［箱］未使用→［ロ］ボードビルな哀悼歌（Ⅱ-15）
（5）ほんのちょっとの間だけ（op.38-4）
［箱］未使用
②「ひょっこりひょうたん島」，「ブンとフン」劇中歌（作詞：井上ひさし，作曲：宇野誠一郎，井上所有の音源による）
（1）なぞなぞソング［ひ］
［箱］箱根八里ソング（Ⅱ-4）
（2）グッド・オールド・デイズ［ひ］
［箱］ウォッカソング（Ⅰ－1）
（3）立志伝中の人物［ひ］
［箱］未使用→［痂］未使用
（4）盗みましょうよ［ブ］
［箱］未使用→［痂］未使用
③ドイツ民謡集7～ドイツ学生の歌（徳間ジャパンコミュニケーションズ，TKCC-15127，1998）より
（1）あの下の低地にはDruntenimUnterland
［箱］未使用
（2）酒宴の歌Festgelage
［箱］暗号歌（Ⅰ-2）
④ベートーヴェン全集第6巻 歌曲・民謡（講談社，KCB56-68，1990）より
（1）わたしの思い人Oh,thouartthelad（スコットランド民謡），WoO.108-11
［箱］未使用
（2）悲しくも不幸な季節Sadandlucklesswastheseason（アイルランド民謡），WoO.153-6
［箱］未使用
（3）ジュディ，類いまれなお前はJudy,lovely,matchlesscreature（アイルランド民謡），WoO.153-19
［箱］未使用→［痂］主務官の仕事は（Ⅰ-3）
（4）ああ，聖なる御方Osanctissima（シチリア民謡），WoO.157-4
［箱］困ったときには（Ⅱ-4）
（5）ゴンドラの歌LaGondolett（ヴェネチア民謡），WoO.157-12
［箱］未使用
（6）ああ，川よ，川AchBachlein,Bachlein（ロシア民謡），WoO.158a-14
［箱］未使用
（7）森へ，いちごを摘みにUnsereMadchengingenindenWald（ロシア民謡），WoO.158a-15
［箱］未使用→［私］おそらく･･･ソング（Ⅰ-3）
備考：［ひ］はひょっこりひょうたん島，［ブ］はブンとフンを示す｡
表3と4の［箱］は箱根強羅ホテル，［痂］は夢の痂，［私］は私はだれでしょう，［ロ］ロマンスを示す｡
トーズ」（Verve，1997）が該当するのではない
か（2）。アニタ･オディ（1919-2006）AnitaO・Day
が歌う「五ドルもうけた」（表 3の④）の CDは
「アニタ･オディ･スウィングス･コール･ポーター＋
ロジャース＆ハート･ウィズ･ビリー･メイ」（ユニバー
サル･ミュージック･ジャパン，POCJ-1914，1990）
が該当する。オディがロジャースとカップリングし
て吹き込んだコール･ポーターColePoter（1892-
1964）もブロードウェイ･ミュージカルの作曲家で，
一時期，井上は『箱根強羅ホテル』にポーター･メ
ロディを使うことも考えていたが（井上2015:214），
それはオディ盤からの発想であろう。なお，井上は
台本執筆中に「ザ･ガールフレンド」（表3の⑤）
を追加し，楽譜とCDを古川に送った（井上2015:
312）（3）。以上 5曲のうち実際に使用されたのは
「ザウ･スエル」，「ザ･ガールフレンド」の2曲であ
る。
ロジャースの楽譜については，井上は手紙に
「THEBESTOFR＋H」，「ミュージカル･アンソロ
ジー」と記している。前者は「THEBESTOF
Rodgers＆ Hart」（表3の⑤をのぞく4曲収録），
後者は「RodgersandHartAMusicalAnthology」
（表3の全5曲収録）で，2冊ともハル･レナード
HalLeonard社から出版された。
表4には『箱根強羅ホテル』の劇中歌に使用さ
れたヴァイル以外のメロディを挙げる。チャイコフ
スキー歌曲集（表4の①）の音源は前述のように
MD録音である。創作用にわずか5曲を選ぶのに
井上は全歌曲の楽譜を入手して録音する手間をかけ
たのであり，さらに劇中歌に使用されたのは「子守
唄」，「春の始めの頃だった」の2曲だけであった。
井上は放送作家時代に手掛けた『ひょっこりひょ
うたん島』と『ブンとフン』からも劇中歌4曲を
選んだ（表4の②。すべて作詞は井上ひさし，作
曲は宇野誠一郎）。そのうち，井上は楽譜について
は「なぞなぞソング」のみ，音源については4曲
すべて所蔵というが，一般向けには『ひょっこりひょ
うたん島』も『ブンとフン』も劇中歌はごく一部が
CD化されているにすぎない。それでも『ひょっこ
りひょうたん島』の「グッド･オールド･デイズ」と
「立志伝中の人物」は「ひょっこりひょうたん島ヒッ
ト･ソング･コレクション（オリジナル版）」（ソニー
ミュージックハウス，MHCL-246～247，2003）に
収録されている。また「なぞなぞソング」の楽譜は
『ひょこりひょうたん島6海賊キッドの宝の巻（上）』
（ちくま文庫，1991）に，「グッド･オールド･デイ
ズ」の楽譜は『ひょっこりひょうたん島9魔女リ
カの巻（下）』（ちくま文庫，1991）に収録されてい
る。『ブンとフン』劇中歌「盗みましょうよ」は「宇
野誠一郎作品集Ⅱ」（ウルトラヴァイヴ，CDSOL-
1099，2004）に収録されている。以上4曲のうち
実際に使用されたのは「なぞなぞソング」，「グッド･
オールド･デイズ」の2曲である。
「ドイツ民謡集7～ドイツ学生の歌」（表4の③，
徳間ジャパンコミュニケーションズ，TKCC-15127，
1998）からは井上は2曲を選び（楽譜は所蔵せず），
このうち「酒宴の歌」のメロディに歌詞をつけて
「暗号歌」を作った。「酒宴の歌」を聞けば「暗号歌」
の「タララン」と「タララ」という合いの手は原曲
のものをそのまま生かしたことがわかる（「暗号歌」
井上の手書き楽譜参照。井上2015:198）。
「ベートーヴェン全集第6巻」（表4の④，講談
社，KCB56-68，1990）に関して，日本ではこの
CDの発売によってベートーヴェンの編曲民謡をま
とめて聞けるようになった。井上は早々にこのCD
全集を入手して（井上2009：141）すでに『太鼓
たたいて笛ふいて』（2002年7月25日こまつ座初
演）では１曲，『円生と志ん生』（2005年2月5日
こまつ座初演）では 3曲を劇中歌に使っていた
（坂本2013）。引き続き『箱根強羅ホテル』でも7
曲も選んだが，実際に使ったのは「ああ，聖なる御
方」1曲のみであった（楽譜は所蔵せず）。
表3と4によれば，『箱根強羅ホテル』では未使
用に終わっても『箱根強羅ホテル』以後に初演され
た音楽劇で劇中歌に使われたメロディが散見する。
表3のロジャースでは「ミミ」が『私はだれでしょ
う』（2007年1月22日こまつ座初演）で使われ，劇
中歌のタイトルも「耳」とした。「小さなホテル」
は『ロマンス』（2007年8月3日こまつ座＆シス･
カンパニー初演）で「サハリン」となった。表4
のうち，チャイコフスキー歌曲は『ロマンス』（チャ
イコフスキーと親交があった劇作家アントン・チェー
ホフ（1860-1904）を主人公にする）に2曲使われ，
「なぜ？」は「なぜか･･･」となり「ひとりぼっち」
は「ボードビルな哀悼歌」になった。ベートーヴェ
ンでは「ジュディ，類いまれなお前は」は『夢の痂』
（2006年6月28日新国立劇場座初演）で「主務官
の仕事は」になり（井上の手書き楽譜参照。井上
井上ひさしが愛したCDと創作への活用
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2013:274），「森へ，いちごを摘みに」は『私はだ
れでしょう』で「おそらく･･･ソング」になった。
もちろん，『箱根強羅ホテル』で使わなかったメロ
ディを別の音楽劇で使おうと図っても未使用に終わっ
たケースもある。「立志伝中の人物」（ひょっこりひょ
うたん島）と「盗みましょうよ」（ブンとフン）は
『箱根強羅ホテル』同様，『夢の痂』でも未使用に終
わった。
５．CDは音楽劇創作のツール
『夢の裂け目』以後，井上は「劇中歌リスト」を
作成して劇中歌のオリジナル･メロディを公表した
が，劇中歌リストは彼の選曲作業の結果だけを示す
ものである。一方，井上の手紙によれば彼は構想段
階で「音楽設計」（井上2015:218）と称して劇中
歌のオリジナル･メロディの候補曲の楽譜やCDを
古川に提示した。その際，井上は候補曲を多めに選
んでプールしておき，台本を執筆する中でメロディ
を取捨選択しながら言葉をあてはめて劇中歌を作る
（井上は「作詞頭」になると言う。「作詞頭」とは音
楽劇のセリフを書くときの「台詞頭」に対する井上
独特の言い方である。井上2015：320）。さらに必
要であれば新たにオリジナル･メロディを探し出し
て劇中歌を作る。せっかく選んでも未使用に終わる
メロディもあるが，その中から井上は次回以降の音
楽劇の使用予定曲に選び劇中歌を作ることもあった。
このように劇中歌の完成までには大変な労力と紆余
曲折があることが明らかになった。そして，劇中歌
のオリジナル・メロディに使用された楽曲のうちヴァ
イル，ロジャース，ドイツ学生歌，ベートーヴェン
編曲の西洋民謡は井上のCDコレクションからの選
曲であること，さらにヴァイルとロジャースについ
ては楽譜も所蔵していたこと，チャイコフスキーに
ついては全曲の楽譜を入手し，録音してから選曲し
たことが確認できた。
井上にとってCDは音楽劇の創作に欠かせないツー
ルであり，彼は職人が愛用の道具箱から作業に叶っ
た道具を選ぶようにCDラックから最適の一枚を選
び劇中歌を作ったと想像される。しかし，新国立劇
場は「・唄を歌う・という前提で俳優を選んでいな
い」（井上2013:172）ので古川は作者と役者たち
の間に立って苦労することになった。歌が専門では
ない役者たちには，井上がヴァイルのオペラやミュー
ジカルばかり選んだり，チャイコフスキーの芸術歌
曲とロジャースのミュージカル・ナンバーとドイツ
の学生歌とベートーヴェン編曲の西洋民謡をワン・
ステージに詰め込むのはあまりにもマニアックな選
曲であった。『箱根強羅ホテル』では井上自身が
「またもや稽古場を地獄にしてしまいました」（井上
2015:376）と言い，扇田昭彦は「俳優たちの演技
と歌はまだ十分に仕上がっていないという印象を受
けた」と初演を評した（井上2010：732）。これは
遅筆堂を自称する井上の台本と劇中歌の完成が遅れ
て稽古時間が少なかったのが直接の原因ではあるが，
「地獄のナンバー」はCD収集家であり，そのCD
を活用する劇作家でもある井上の音楽劇を役者が演
じるときについてまわる宿命的な課題なのである。
ちなみに「東京裁判三部作」は2010年になって再
演されたが『箱根強羅ホテル』の上演は初演のみで
途絶えている。
注．
（1）チャイコフスキーの全歌曲の楽譜が必要となる
と日本の出版社の楽譜では用が足りず，ユルゲン
ソン版の歌曲集を入手する必要がある。ユルゲン
ソン Jurgenson,PeterIvanvich（1836-1903）
はロシアの出版業者でチャイコフスキーと親交が
あった。
（2）井上は「ミュージカルのブロードウエイ初演出演者
オリジナル・キャスト
レコードをせっせと集め」（井上1992:113）てい
たという。
（3）「ザ･ガールフレンド」についても井上は所蔵の
楽譜とCDを古川に送っていた（井上2015:312-
313）。歌手やレーベルの情報がないために CD
は特定できなかったが，参考までに「Rodgers
＆HartVolume1」（OriginalCastRecording,
Pearl,2001）は「ザ･ガールフレンド」を収録し
ている｡
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